
 

 

 

 

 

 

 

 

 

東久留米の近代史シリーズ５ 

武蔵野鉄道東久留米駅（４） 

 

東久留米駅の誕生・２ 

武蔵野鉄道の敷設については、久留米村を通過することは決定していましたが、当初は、現在の位置より北

の路線と南の路線の２案があったといわれています。その第１案は、大泉村→保谷村→久留米村大字神山→所

沢町という北路線で、第２案は、大泉村→保谷村→久留米村大字前沢→同大字下里→所沢町という南路線でし

た。しかし、その両案とも久留米村内に駅（停車場）を作らないことでは共通していました。そこで、久留米

村の地に駅を作るために尽力したのが神藤庄太郎氏でした。神藤氏は、村会議員や学務委員、後には郡会議員

を務めた人で、かねてから久留米村の発展のために鉄道を誘致することの必要性を痛感していました。武蔵野

鉄道の計画に久留米村に駅の予定がないことを知ると、同社の株主となり、ほとんど独力で駅の誘致に奔走し

たといわれています。 

当初、村民のなかには、汽車の煤煙が養蚕に悪影響を与えるとか、燃え殻による火事を心配する声も少なく

なかったようですが、神藤氏等の５年にわたる地道な活動と武蔵野鉄道への陳情の結果、ついに久留米村への

駅の誘致に成功しました。  

しかし、武蔵野鉄道の計画では、駅は簡易停車場であり、本格的な停車場ではありませんでした。そこで、

さらに普通停車場への変更の陳情を続けました。停車場の設置にかかわる土地の寄付と建設費等の経費を負担 
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普通停車場の設置変更申請書 

1914年（大正 3年）10月 13日・『市史史料』158（p474）・

高橋家文書・個人所蔵・市マイクロフィルム 

  

 

鉄道開通に伴う土地寄附承諾證 

1914 年（大正 3 年）・『市史史料』159（p474）・高

橋家文書・個人所蔵・市マイクロフィルム 
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神藤庄太郎翁之像と顕彰碑 

するという条件も付し、最終的

に土地の寄付は、３，２００坪

（10,579㎡）に及びました。こ

のような努力が実って、久留米

村に普通停車場の設置が決定

されたのです。このような駅誘

致の経緯やさまざまな条件を

検討して、東久留米駅は久留米

村大字南沢６５３番地の現在

の場所に普通停車場として誕

生したのです。 

 

※簡易停車場は規模による分類

で、普通停車場は目的による分類

ですが、いずれにしても簡易停車

場では貨物の取扱いがありません

でした。 

 

東久留米駅北口を出て、商店街を左に曲がりながら線路方向に歩いていくと右手に小さな武蔵野稲荷神社（東本町

六）が見えてきます。その境内に東久留米駅誘致の立役者である神藤庄太郎氏の像と顕彰碑があります。 


